
 

 

 

 

 

 

 三学期が始まり、1週間が経過しました。冬休み中の生活リズムから学校モードに切り替え、元気い

っぱいに登校してくれています。寒さ対策で帽子や耳当て、手袋、マフラーなどをして登校する姿も見

られます。中には、ポケットに手を入れたまま歩いている子もいます。ポケットに手を入れているとこ

けたときに手をつけず顔から落ちてしまいます。まだまだ寒い日が続きますので、登校時の寒さ対策を

お願いします。 

 

 

 1 月 1 日（月）16：06 能登半島地震が起きました。三重県でも揺れを観測し、緊急地震速報がな

り、びっくりされたことと思います。正月の一家団欒だったので、被害も大きく今なお安否不明の方も

いて、一年の始まりが悲しみに包まれる 2024年の年はじめとなりました。今なお避難所生活が続き、

三学期の開始が遅れた学校も多くあります。1月 9日に当たり前に三学期が始まり、子どもたち全員が

体育館に集まり始業式ができたこと、当たり前ではないと感じました。 

 12 日（金）3 回目の避難訓練を行いました。今回は雨の日の想定で、中庭に避難できず、体育館の

安全確保を確認したうえで体育館に避難するという訓練でした。 

 子どもたちは、緊急地震速報がなり、机の下にもぐって頭を守り、揺れがおさまってから体育館に避

難しました。 

 担当からは、先生の話を聞くこととともに大切なこととして「おはしもち」を忘れないようにするこ

と、また通学路で地震が起きたら「おたく」の場所に逃げるという話をしました。「おはしもち」「おた

く」については、子どもたちから聞いていただき、命を守るために大切な行動について話し合っていた

だければと思います。 

 校長からは避難訓練の重要性について話しました。1月 2日（火）に羽田空港で起きた事故では、航

空機の乗客乗員が全員無事に逃げることができました。それは乗務員が常に真剣に避難訓練に取り組ん

でいること、乗客が指示を守り自分勝手なことをしなかったことが要因として挙げられます。子どもた

ちにも、避難訓練を真剣に取り組むことで、災害時に落ち着いて行動できる力を養ってほしいと思いま

す。 

 災害はいつ何時起きるかわかりませんので、この機会に避難場所の確認、非常食など避難グッズの準

備などご家庭できることをしていただき、子どもたちにも非常時の対応について行動できるように工夫

をしていただくようお願いします。 
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避難訓練実施 

机の下にもぐったり防災頭巾を被った

り、ダンゴムシポーズで頭を守りました。 



 

 

 冬休み期間中の 1月 5日ロサンゼルス・エンジェルス（現在はロサンゼルス・ドジャース）の大谷選

手からプレゼントが届きました。  

 大谷選手からの手紙も添えられていて全国各地の全小学校に右利き用グローブ、左利き用グローブ、

低学年用右利き用グローブの３つのグローブが届き、校長から始業式で子どもたちに紹介しました。大

谷選手にとって野球は、充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツであると記されています。「子

どもたちに夢を与え、勇気づけるシンボルとしたい」という思いを込めて寄贈されました。 

 子どもたちは大喜びで、その後校長室前に飾ると休み時間実際に手にとって投げる真似をするなど人

盛りとなりました。大谷選手のグローブは、体育の時間や放課後に河原田小学校の子どもたちに使って

もらいます。 

 大谷選手が発した「憧れるをやめましょう」が有名になりましたが、大谷選手に憧れて大谷選手のよ

うに夢や目標を明確にもって自分の道を究めていってくれる子どもたちになってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大和宏業さんから、年末超音波加湿器「噴霧するするぞう PREMIUM３」2 台を

四日市市内の小中学校に寄贈していただきました。夜間噴霧することで、脱臭や除菌

をすることができます。会議後や集会後の環境を整えることに活用することを計画

しています。 

 設置場所や使い方を協議したうえで、活用していきたいと考えています。 

 大和宏業さんは、四日市市にある企業です。子どもたちのよりよい環境整備のため

にご尽力いただいたことを感謝いたします。 

大谷選手からのプレゼント 

【大谷選手からの手紙】 

 ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー大谷翔平です。 

 この手紙は、このたび私が学校に通う子どもたちが野球に興味を持ってもらうために立ち上げたプログラ

ムを紹介するためのものです。 

 この３つのグローブは学校への寄付となります。 

 それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを

望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。 

 このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセージを

学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 

 この機会にグローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。 

 貴校の益々の発展をお祈り申し上げます。 

 

 野球しようぜ。 

大谷翔平   

どちらも大切に使

わせていただきま

す。ありがとうご

ざいました。 


